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第
十
回
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟

五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

 

新
偕
楽
園
駅
の
建
設
と
常
設
化

議
員　

多
く
の
課
題
が
あ
る
も
の
の
、

県
都
水
戸
や
県
全
体
の
活
性
化
の
た
め

に
は
新
た
な
常
設
の
偕
楽
園
駅
を
整
備

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
は

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

新
駅
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通

し
た
一
定
の
利
用
が
見
込
め
る
こ
と
が

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
新
駅
の
設
置
は
、

駅
周
辺
の
観
光
振
興
な
ど
に
貢
献
す
る

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
そ

の
検
証
は
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

今
後
水
戸
市
に
お
け
る
検
討
状
況
な
ど

も
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

弘
道
館
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設

議
員　

弘
道
館
な
ど
は
、
現
在
日
本
遺

産
の
認
定
を
受
け
る
べ
く
文
化
庁
に
申

請
中
で
あ
る
。
審
査
結
果
は
未
知
数
だ

が
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

お
も
て
な
し
の
窓
口
を
創
設
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

土
木
部
長　

弘
道
館
な
ど
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
場
合
、
今
ま
で
以
上
に

お
も
て
な
し
の
充
実
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
も
含
め
、
市
や
県
の
関
係
部
局

な
ど
と
と
も
に

議
論
し
て
い
き

た
い
。

（
ほ
か
に
、
障

が
い
者
就
労
支

援
、
通
学
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用

な
ど
も
質
問
）

議
員　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
よ

り
身
近
な
も
の
と
な
る
中
、
そ
れ
を
活

用
し
た
県
内
外
へ
の
情
報
発
信
を
強
化

す
べ
き
と
考
え
る
。「
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」

を
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

利
用
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
で
も
見
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
改
善
す
る
と
と
も
に
、

い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
は
教
育
分
野
へ
の
活
用

や
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
一
層
の
視

聴
拡
大
を
図
る
。
国
内
外
に
的
確
に
情

報
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
戦
略
的
な
情
報

発
信
に
努
め
る
。

議
員　

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
を
充
実
さ
せ
、
世
界
的
に
知
名
度
の

高
い
「
つ
く
ば
」
へ
の
観
光
客
の
誘
客

を
促
進
し
、
本
県
観
光
の
振
興
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
今
後
の
取
り
組
み
は
。

商
工
労
働
部
長　

産
業
観
光
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
ツ
ア
ー
の
造
成

や
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
進
め
、
茨

城
空
港
の
利
用
促
進
と
併
せ
て
、「
世
界

の
つ
く
ば
」
の
魅
力
を
活
か
し
、
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
イ

ノ
シ
シ
被
害

防
止
対
策
、

県
道
筑
西
つ

く
ば
線
バ
イ

パ
ス
の
整
備

な
ど
も
質
問
）

舘　　静馬 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出

分割方式

議
員　

新
中
核
病
院
と
桜
川
市
立
病
院

の
整
備
に
、
県
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
い
、
地
域
医
療
の
再
生
を
図
る
の
か
。

知
事　

適
切
な
病
院
整
備
構
想
が
立
て

ら
れ
る
よ
う
病
院
整
備
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
や
助
言
を
行
う
ほ
か
、
国
と
連
携

し
、
地
域
医
療
再
生
基
金
な
ど
の
財
政

制
度
が
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。
ま
た
、
県
も
委
員
と
し
て
建
設

推
進
協
議
会
に
参
画
し
、
助
言
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
医
師
・
看
護
師
確
保

な
ど
に
も
最
大
限
の
支
援
を
行
い
、
地

域
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

議
員　

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
な
ど
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
向
け
た

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

地
域
型
保
育
事
業
の

実
施
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
通
じ
、
待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
規

模
が
大
き
な
ク
ラ
ブ
の
分
割
や
学
校
の

余
裕
教
室
の
活
用
の
働
き
か
け
、
施
設

整
備
補
助
金
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
市

町
村
を
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
女

性
支
援
、
農

業
の
六
次
産

業
化
に
向
け

た
支
援
な
ど

も
質
問
）

 

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
の
設
置

議
員　

茨
城
の
生
物
多
様
性
戦
略
の
拠

点
組
織
と
な
る
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

を
県
庁
内
に
開
設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

全
国
三
例
目
と
な
る
セ
ン
タ
ー
の
設
置

の
方
針
や
今
後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
物
多
様
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・

発
信
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
の

み
で
は
対
応
困
難
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
様
々

な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
生
物
多
様
性

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

障
が
い
者
が
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
就
労
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
工
賃
向
上
の
た
め
共
同
受

発
注
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
障
害
者
優
先
調
達
の
促
進
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長　

一
般
就
労
の
支
援
の

た
め
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
生
活
支
援
員
を
増
員
す
る
と
と

も
に
、
優
先
調
達
の
促
進
の
た
め
共
同

受
発
注
セ
ン
タ
ー
に
活
動
強
化
員
を
配

置
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
公
共
施
設
管
理
計
画
、
人

口
減
少
化
へ
の
対
応
策
な
ど
も
質
問
）

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出  

分割方式

田村　けい子 議員
公　　明　　党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

設楽　詠美子 議員
民 　 主 　 党
筑 西 市 選 出  

分割方式

保
育
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
の
充
実

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

戦
略
的
な
情
報
発
信

障
が
い
者
の
就
労
支
援
と

障
害
者
優
先
調
達
の
促
進

﹁
世
界
の
つ
く
ば
﹂
を
活
か
し
た

外
国
人
観
光
客
の
誘
客

　

二
月
五
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
お
い
て
、

第
十
回
福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
が

開
催
さ
れ
、細
谷
典
幸
議
長
と
山
岡
恒
夫
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、「
地
方
創
生
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
協
議
が
行
わ
れ
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
事
務
局
次
長
か
ら
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
た
後
、
各
県
が
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
議
長
か
ら
、
内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
事
務
局
次
長
に
対
し
、
国
の
地
方
創
生
に
関
す
る

考
え
方
や
地
方
版
総
合
戦
略
の
位
置
付
け
、
さ
ら
に
新
た
な
交
付

金
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
議
に
お
い
て
、
二
十
七

年
度
茨
城
県
で
当
議
長
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
細
谷
議
長
が
二
十

六
年
度
の
幹
事
県
で
あ
る
栃
木
県

議
会
へ
の
謝
辞
と
、
二
十
七
年
度

開
催
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

筑
西
・
桜
川
両
市
に
お
け
る

新
中
核
病
院
の
建
設

日本遺産に申請中の弘道館

放課後児童クラブの様子

開局３年目を迎えるインター
ネットテレビ「いばキラＴＶ」

生物多様性センター
の設置を提言してい
る茨城の生物多様性
戦略

抱負を述べる細谷典幸議長
（右側は山岡恒夫副議長）

一般質問（要旨）

３
月
５
日（
木
）

　

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　

　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将
ま
さ
し　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
６
日（
金
）

　

田た
む
ら村　

け
い
子こ　

　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

石い
し
つ
か塚　

仁じ
ん
た
ろ
う

太
郎　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
９
日（
月
）

　

神か
ん
だ
つ達　

　

岳た
け
し志　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

　
　
（
日
本
共
産
党
）

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
�0
日（
火
）

　

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎　

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


